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↓

凡

例

一
、

1
2
「3456789

1
0
、

1
1
、

1
2
、

1
3
、

「
上
田
貞
次
郎
日
記
」
に
収
録
し
た
原
文
の
全
貌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

－
た
び
の
も
ち
を
草
（
和
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
五
年
　
　
三
十
一
年

　
日
記
帳
（
フ
ー
ル
ス
綴
・
鉛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
六
年
一
月
－
十
二
月

処
世
余
録

処
世
余
録

処
世
余
録

処
世
余
録

処
世
余
録

処
世
余
録

日
記

反
省
録

第
二
冊

第
三
冊

第
四
冊

第
五
冊

第
六
冊

第
七
冊

　
　
（
横
綴
ノ
ー
ト
　
・
。
ヘ
ン
ユ
慎
書
一
）

　
　
　
（
横
綴
ノ
ー
ト
・

夏
季
休
暇
中
旅
行
日
記

日
記
（
横
綴
ノ
ー
ト
・
ペ
ン
横
書
）

日
記
（
同
右
）
　
明
治
三
十
三
年
一
月

（
和
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
七
年
十
一
月
ー
二
十
八
年
八
月
（
日
記
）

（
横
ノ
ー
ト
・
ペ
ン
横
書
）
　
明
治
二
十
八
年
九
月
ー
二
十
九
年
八
月
（
感
想
等
）

（
半
紙
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
八
年
（
新
聞
雑
誌
記
事
等
摘
録
）

（
横
ノ
ー
ト
・
ペ
ソ
横
書
）
　
明
治
二
十
八
年
九
月
ー
二
十
九
年
八
月
（
日
記
）

（
和
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
八
年
（
修
身
則
そ
の
他
）

（
和
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
二
十
九
年
九
月
ー
三
十
年
五
月
（
日
記
）

　
　
　
　
　
明
治
三
十
年
五
月
ー
三
十
一
年
十
二
月

　
ペ
ン
横
堂
目
）
　
　
明
治
一
二
十
伝
十
－
一
二
十
一
虚
十

　
（
和
罫
紙
綴
・
毛
筆
縦
書
）
　
明
治
三
十
一
年
七
月
1
ー
八
月

　
　
　
　
　
明
治
三
十
二
年
一
月
ー
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月

1
4
、

1
5
、

1
6
、

1
7
、

1
8
、

1
9
、

2
0
、

2
1
、

2
2
、

2
3
．

2
4
、

2
5
、

2
6
、

2
7
、

2
8
、

2
9
、

日
記
（
同
右
）
　
明
治
三
十
四
年
一
月
ー
十
二
月

日
記
（
同
右
）
　
明
治
三
十
五
年
一
月
ー
十
二
月

日
記
（
同
右
）
　
明
治
三
十
六
年
一
月
ー
三
十
七
年
十
二
月

　
　
〔
明
治
二
十
五
年
－
三
十
七
年
を
本
巻
「
青
年
編
」
に
収
録
〕

日
記
（
横
綴
ノ
ー
ト
・
ペ
ン
横
書
）
　
明
治
三
十
八
年
一
月
ー
三
十
九
年
九
月

商
事
経
営
学
に
関
す
る
意
見
（
和
罫
紙
綴
・
毛
筆
・
縦
書
）
　
明
治
三
十
八
年
三
月

日
記

日
記

日
記

日
記

日
記

日
記

（
横
綴
ノ
ー
ト
・
ペ
ン
横
主
邑

（
同
右
）

（
同
右
）

（
同
右
）

（
同
右
）

（
同
右
）

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

〔
明
治
三
十
八
年
ー
大
正
七
年
を

日
記
（
同
右
）

日
記
（
同
右
）

日
記
（
同
右
）

　
　
　
　
　
　
　
明
治
三
十
九
年
九
月
－
四
十
年
七
月

明
治
四
十
年
七
月
　
　
四
十
一
年
十
月

明
治
四
十
一
年
十
月
　
　
十
二
月

明
治
四
十
二
年
i
大
正
二
年
六
月

大
正
二
年
九
月
ー
三
年
六
月

大
正
三
年
六
月
－
八
年
八
月

（
対
話
）
　
大
正
四
年
（
第
一
、
二
章
）

（
対
話
）
　
同
右
（
第
一
章
の
改
訂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
壮
年
編
」
に
収
録
〕

大
正
八
年
九
月
ー
昭
和
七
年
十
二
月

昭
和
八
年
一
月
ー
十
四
年
十
二
月

昭
和
十
五
年
一
月
－
四
月

5



　
3
0
、
夜
雨
荘
日
記
（
軽
井
沢
夏
期
日
記
「
社
会
改
造
と
企
業
」
の
装
槙
見
本
に
ペ
ン
縦
書
）

　
　
和
十
四
年

　
3
1
、
自
伝
（
縦
ノ
ー
ト
・
鉛
筆
・
縦
書
）

　
　
　
　
〔
大
正
八
年
l
l
昭
和
十
五
年
を
「
晩
年
編
」
に
収
録
〕

二
、
本
日
記
を
編
纂
す
る
に
あ
た
つ
て
左
の
方
針
に
従
つ
た
。

大
正
十
四
年
ー
昭

　
1
、
日
記
の
大
部
分
は
片
仮
名
・
横
書
き
で
あ
る
が
、
全
部
平
仮
名
・
縦
組
み
と
し
た
。

　
2
、
原
文
に
は
句
読
点
が
殆
ん
ど
な
い
の
で
適
当
に
入
れ
た
。

　
3
、
送
り
が
な
は
原
文
の
通
り
と
し
た
。
例
え
ば
従
て
、
於
て
、
行
た
な
ど
。

　
4
、
変
体
が
な
は
す
べ
て
普
通
が
な
に
な
お
し
た
。

　
5
、
初
期
の
文
章
に
は
特
に
現
在
廃
止
さ
れ
て
い
る
漢
字
が
あ
る
が
、
原
文
通
り
と
し
た
。

　
6
、
濁
点
な
ど
も
原
文
通
り
と
し
た
。

　
7
、
英
・
独
・
仏
文
も
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

三
、
人
名
、
固
有
名
詞
な
ど
明
ら
か
な
誤
字
以
外
は
原
文
通
り
と
し
た
。

四
、
年
次
の
配
列
お
よ
び
目
次
の
配
列
は
出
来
る
だ
け
原
文
の
年
月
日
に
よ
つ
た
。
た
だ
し
年
月
が
明
ら
か
で
な
い
も

　
の
や
数
カ
月
、
数
年
後
に
な
つ
て
書
き
入
れ
た
文
章
等
も
あ
る
た
め
、
殊
に
「
処
世
余
録
」
は
数
冊
に
同
時
に
記
録

　
さ
れ
た
の
で
年
月
の
順
序
に
つ
い
て
は
編
輯
の
便
宜
に
よ
つ
た
処
が
若
干
あ
る
。

五
、
人
名
そ
の
他
の
註
記
は
書
か
な
い
こ
と
に
し
た
。

六
、
各
編
に
つ
い
て
の
編
輯
の
経
過
は
顕
文
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

δ



駁

　
「
上
田
貞
次
郎
日
記
」
は
、
晩
年
編
（
特
に
明
記
し
な
か
つ
た
が
）
、
壮
年
編
か
ら
さ
ら
に
遡
つ
て
明
治
二
十
五
年
ー
三
十
七

年
の
十
三
力
年
分
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
全
部
を
完
了
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
　
（
明
治
二
十
五
年
は
旅
行
記
が
一
編
あ
る

だ
け
な
の
で
、
こ
れ
を
一
年
に
数
え
る
こ
と
は
当
を
得
な
い
が
。
）
さ
き
に
発
行
さ
れ
た
晩
年
編
の
蹟
文
に
は
明
治
二
十
七
年
か

ら
と
書
い
た
が
、
そ
の
後
フ
ー
ル
ス
を
仮
綴
に
し
た
明
治
二
十
六
年
日
記
帳
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
凡
例
の
全
貌
の
通
り
そ
れ

か
ら
昭
和
十
五
年
六
十
一
才
で
世
を
去
る
ま
で
四
十
九
年
に
わ
た
る
こ
と
と
な
つ
た
。

　
本
編
（
青
年
編
）
は
、
和
文
は
千
八
十
枚
、
英
文
は
タ
イ
プ
で
百
八
十
枚
あ
り
、
壮
年
編
よ
り
若
干
部
厚
で
六
百
頁
に
余
る

大
冊
と
な
つ
た
。
本
編
の
内
容
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
明
治
二
十
六
年
は
凡
例
に
書
い
た
よ
う
に
フ
ー
ル
ス
綴
に
鉛
筆
書
き
の
日
記
帳
に
よ
つ
た
。

　
二
、
明
治
二
十
七
年
十
一
月
か
ら
は
処
世
余
録
（
二
ー
七
）
の
表
題
に
な
つ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
日
記
は
二
、
五
、
七
の

三
冊
で
三
十
年
五
月
ま
で
で
あ
る
。
本
文
七
四
頁
に
あ
る
通
り
第
一
冊
は
紛
失
し
た
た
め
、
二
十
七
年
一
月
ー
十
月
は
欠
け
て

い
る
。
処
世
余
録
の
三
、
四
、
六
の
三
冊
は
感
想
、
聞
き
書
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
抜
葦
（
内
容
に
つ
い
て
は
一
九
九
頁
参
照
）

で
、
期
間
は
二
十
八
年
か
ら
三
十
年
に
わ
た
つ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
体
の
年
次
に
従
つ
て
収
録
し
た
が
、
一
部
は
年
が
ち
が

つ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
空
白
の
頁
を
残
し
て
お
い
て
数
ヵ
月
、
あ
る
い
は
数
年
後
に
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
章
も
あ
る

た
め
で
あ
る
。

　
三
、
　
「
た
び
の
も
ち
を
草
」
は
遠
足
日
記
で
「
鎌
倉
遠
足
記
」
（
二
十
五
年
）
、
「
箱
根
遠
足
記
」
（
ご
十
六
年
）
、
「
甲
州
遠
足

記
」
（
三
十
年
七
月
）
、
「
身
延
山
に
詣
る
記
」
（
同
年
九
月
）
、
「
妙
義
山
遠
足
記
」
（
三
十
一
年
十
月
）
の
五
編
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
日
時
の
日
記
中
に
収
録
し
、
重
複
記
事
は
省
略
し
た
。

　
四
、
　
「
反
省
録
」
は
三
十
年
、
三
十
一
年
に
わ
た
つ
て
い
る
。

　
五
、
明
治
三
十
年
五
月
以
降
三
十
七
年
十
二
月
ま
で
は
厚
表
紙
の
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
て
お
り
、
日
記
と
感
想
が
交
互
に
入
つ

て
い
る
が
、
大
体
原
文
の
序
列
に
し
た
が
つ
て
収
録
し
た
。

　
六
、
本
編
に
お
い
て
も
二
十
八
年
六
月
－
十
二
月
、
二
十
九
年
一
月
ー
八
月
、
三
十
年
九
月
ー
十
二
月
、
三
十
一
年
、
三
十
二

年
、
三
十
三
年
の
大
部
分
、
三
十
五
年
一
月
ー
四
月
は
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
特
に
英
作
文
の
勉
強
の
た
め
に

書
い
て
お
り
、
文
法
そ
の
他
若
干
の
誤
り
も
あ
る
が
、
壮
年
編
と
同
様
に
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
収
録
し
た
。
な
お
本
編
で

は
日
付
だ
け
の
部
分
等
記
述
に
関
係
の
な
い
も
の
は
省
略
し
た
。
ま
た
、
英
文
中
に
固
有
名
詞
等
が
漢
字
で
入
つ
て
い
る
も
の

は
、
　
一
部
ロ
ー
マ
字
（
イ
タ
リ
ッ
ク
）
に
改
め
た
。
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本
編
に
収
録
さ
れ
た
日
記
は
少
年
期
か
ら
青
年
期
の
末
期
に
至
る
時
代
で
、
そ
の
前
半
は
こ
の
目
記
を
も
と
に
し
て
書
か
れ

た
自
伝
（
晩
年
編
所
載
）
に
語
ら
れ
て
い
る
。
私
の
記
憶
に
よ
る
と
父
は
少
年
期
の
こ
と
を
子
供
ら
に
は
多
く
語
ら
な
か
つ
た

が
、
私
の
中
学
時
代
に
散
歩
の
途
中
に
父
自
身
の
中
学
時
代
の
生
活
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
自
分
は
お
母
さ
ん
の
看
病
を

し
て
過
し
た
と
語
り
、
お
前
達
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
な
い
で
い
い
の
だ
と
云
わ
れ
て
、
逆
に
背
筋
の
ふ
る
え
る
思
い
を
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
ま
だ
子
供
ら
し
さ
の
抜
け
な
い
私
に
対
し
て
、
自
分
は
お
前
達
の
年
頃
に
は
ず
つ
と
大
人
で

生
意
気
だ
つ
た
と
自
称
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
少
年
時
代
に
読
ん
だ
本
だ
と
云
つ
て
和
綴
の
「
西
国
立
志
篇
」
　
（
中
村

正
直
訳
）
を
買
つ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
漢
語
調
が
わ
づ
ら
わ
し
く
て
、
殆
ん
ど
読
ま
な
か
つ
た
よ
う
に
思
う
。
父
の
死
後
、
こ

の
日
記
を
読
ん
で
み
て
、
そ
の
生
い
立
ち
を
理
解
で
き
た
が
、
そ
れ
は
私
が
社
会
人
と
な
つ
て
い
た
青
年
期
の
終
り
で
あ
つ
た
。

　
父
は
二
才
に
し
て
父
（
私
の
祖
父
）
を
失
つ
た
の
で
．
そ
の
面
影
を
知
ら
ず
、
母
と
は
な
が
い
看
病
の
の
ち
、
十
七
才
で
死

別
し
た
。
こ
の
悲
境
は
、
逆
に
日
本
的
な
家
族
制
度
の
重
圧
か
ら
父
を
解
放
し
た
。
正
則
中
学
時
代
に
受
け
た
教
養
は
元
良
先

生
の
倫
理
に
し
ろ
、
猪
間
先
生
の
進
化
論
に
し
ろ
全
く
西
欧
的
な
思
想
だ
つ
た
が
、
こ
れ
ら
を
受
入
れ
る
父
の
態
度
は
フ
ラ
ン

ク
リ
ン
の
修
身
則
に
準
じ
た
と
し
て
も
多
分
に
東
洋
的
、
漢
学
的
な
基
盤
に
立
つ
た
規
則
だ
つ
た
。
こ
の
云
わ
ば
和
魂
洋
才
は

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
に
か
け
て
青
年
時
代
を
送
つ
た
人
々
に
と
つ
て
は
一
般
的
だ
つ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
代

を
背
景
と
し
て
、
都
会
的
に
孤
独
な
境
遇
の
う
ち
に
、
内
省
的
で
は
あ
る
が
む
し
ろ
一
個
の
平
凡
な
学
生
と
し
て
高
等
商
業
の

堂
．
生
生
活
を
送
つ
た
．
．
」
．
、
で
得
た
も
の
は
高
等
教
亘
般
の
ほ
か
に
、
特
に
力
を
入
れ
て
学
ん
だ
語
学
力
・
さ
ら
に
は
生
涯

か
わ
る
こ
と
な
く
交
際
す
る
こ
と
が
出
来
た
信
頼
し
、
敬
愛
す
る
先
輩
友
人
達
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
友
人
と
の
つ
き
あ
い
に

よ
つ
て
自
分
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
は
社
会
人
と
し
て
立
つ
心
の
糧
を
与
え
ら
れ
た
と
云
つ
て
よ
い
。

　
明
治
三
十
三
年
に
］
目
同
等
商
業
（
当
時
は
四
年
制
）
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
専
攻
部
（
二
年
制
）
に
入
る
に
及
ん
で
、
よ
う
や
く

学
問
的
興
味
が
あ
ら
わ
れ
、
の
ち
に
福
田
博
士
の
推
軸
と
指
導
に
よ
つ
て
学
者
と
し
て
立
つ
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の

魂
の
成
長
が
、
．
、
の
日
記
に
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
．
本
編
は
明
治
三
＋
七
年
迄
を
収
録
し
て
青
年
編
と
し
た
が
こ
三
日
記

を
一
個
人
の
か
か
る
魂
の
歴
史
と
し
て
み
る
な
ち
ば
、
・
れ
に
続
く
欧
洲
留
学
が
終
る
明
治
四
±
年
迄
を
青
篇
と
す
る
こ

と
が
適
当
か
と
考
え
る
。
従
つ
て
こ
の
本
の
区
分
は
、
あ
く
ま
で
日
記
の
量
に
よ
つ
て
便
宜
的
に
き
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

諒
解
願
い
た
い
。

今
と
な
つ
て
不
思
議
に
暇
れ
る
．
、
と
は
、
父
の
名
は
少
青
年
時
代
に
は
自
他
と
も
昆
二
郎
と
称
し
た
が
・
禁
知
つ
た

時
は
自
称
戸
籍
面
と
も
に
貞
次
郎
だ
つ
た
．
．
・
の
日
記
で
も
明
治
三
＋
八
年
に
留
学
す
る
ま
で
は
貞
二
郎
（
㊤
ξ
゜
琶
と
書
い

て
お
り
、
当
時
戸
籍
面
が
ど
う
あ
つ
た
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
本
編
収
録
の
分
は
青
年
貞
二
郎
の
日
記
で
あ
る
と
云
う
の

も
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
日
記
は
父
の
死
後
二
十
年
を
経
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
西
欧
諸
国
の
例
か
ら
み
て
も
こ
の

発
表
が
人
を
傷
つ
け
た
り
、
怒
ら
せ
た
り
す
る
過
去
に
つ
い
て
の
責
任
か
ら
は
解
除
さ
れ
た
と
云
つ
て
よ
い
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
特
に
晩
年
編
の
内
容
に
対
し
て
余
計
な
こ
と
が
書
か
れ
て
あ
る
と
か
、
他
人
の
批
評
が
あ
る
と
か
の
3
1
難
め
い
た
評

判
も
伺
つ
た
．
父
が
学
者
で
あ
り
、
職
業
柄
冷
静
竃
察
者
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
日
記
は
あ
く
迄
も
主
観
を
と
芒
て
書
か
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れ
た
も
の
で
あ
る
。
如
何
に
真
実
を
求
め
、
冷
静
を
心
が
け
て
も
人
間
で
あ
る
以
上
過
ち
も
錯
誤
も
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

現
に
父
の
そ
の
折
々
の
評
価
が
後
に
な
つ
て
み
て
必
ず
し
も
当
ら
な
か
つ
た
例
が
い
く
ら
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
個
入
の

記
録
と
し
て
の
み
、
こ
の
日
記
も
存
在
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
客
観
的
評
価
は
史
家
に

よ
つ
て
厳
正
に
な
さ
れ
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。
少
く
も
編
輯
者
の
一
人
で
あ
る
私
は
そ
う
割
切
つ
て
極
力
内
容
の
修
正
を
避

け
て
あ
り
の
ま
ま
の
記
録
と
し
て
発
行
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
断
り
し
て
お
く
。
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こ
の
日
記
の
刊
行
は
も
と
も
と
父
の
死
後
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
部
を
発
表
す

る
か
、
一
部
例
え
ぽ
晩
年
編
だ
け
に
終
る
か
、
あ
る
い
は
全
編
の
う
ち
適
当
な
編
輯
に
よ
つ
て
一
冊
に
ま
と
め
る
か
、
費
用
と

に
ら
み
合
せ
て
い
ず
れ
で
も
よ
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
晩
年
編
の
次
に
は
壮
年
編
、
ま
た
こ
こ
に
青
年
編
が

刊
行
さ
れ
て
、
日
記
の
全
貌
が
日
の
圏
を
見
る
こ
と
と
な
つ
た
。
昭
和
三
十
五
年
夏
に
筆
写
作
業
を
は
じ
め
て
か
ら
、
私
と
し

て
は
勤
務
の
合
間
合
間
に
筆
写
の
計
画
、
英
文
の
タ
イ
プ
、
原
稿
の
校
訂
、
編
輯
計
画
、
印
刷
、
校
正
、
出
版
に
至
る
雑
事
を

編
輯
委
員
の
方
々
と
と
も
に
続
け
て
来
た
。
し
た
が
つ
て
、
終
り
に
あ
た
つ
て
、
編
輯
委
員
（
猪
谷
善
一
、
山
中
篤
太
郎
、
中

川
孫
一
、
小
田
橋
貞
寿
の
四
氏
）
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
仕
事
に
つ
い
て
ご
助
力
願
つ
た
方
々
お
よ
び
本
日
記
出
版
の
記
念
事
業

に
ご
援
助
下
さ
つ
た
父
の
門
下
生
の
方
々
に
重
ね
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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